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コース の 説 明
このコ ース で は 、 人 工 知 能（ A I ）の 原 理と、 A I が 教 育 現 場 でど のように 利 用され て いるか に つ い て の 基 礎 知
識 を 学 習します 。 コ ース に は 、   A I の 原 理 に 関 する包 括 的 な 学 習 、   A I の 潜 在 力 を 活 用 するた め のトレー ナ ー 向
け 入 門 モ ジュー ル 、 A I アプリケ ーション の 実 践 的 な 学 習 、 A I を 教 育・ 学 習 分 野 に 導 入 するた め の アクティビティ
が 含まれ て います 。 このコ ースを 受 講 すると、さまざまな 種 類 の   A I シス テ ムと、 そ の 実 際 の 応 用 例 に つ い て の 理
解 を 深 めることが で きます 。また 、   A I を 使 用して 研 修 プ ログラムを 改 善 する方 法も学 べます 。さら に 、実 際 に 稼 働
中 の   A I の 例 から 貴 重 な 洞 察 を 得 て 、 A I が 教 育 プ ロ セスをど のように 改 善 で きるかも検 証して い きます 。 

学 習 目 標
このコ ース で は 、 

A Iとそ の 下 位 分 野 が ど のように 相 互 依 存して 機 能して いるか を 見 て みます 。
教 育 現 場 で  A I を 効 果 的 に 使 用 する方 法 を 考 えます 。 
一 般 的 な  A I シス テ ム がさまざまなタスクに お い てど れ だ け 効 果 的 か を 評 価します 。
A I を 組 み 込 ん だ 学 習 体 験 を 設 計します 。

前 提 条 件
なし 

1 7  分

人 工 知 能 ガイド

1 0  分

トレー ナ ー 向 け 人 工 知 能 入 門

8 分

稼 働 中 の 人 工 知 能 に 関 する学 習

8 0  分

教 育・学 習 分 野 の 人 工 知 能
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モジュール 1: 人工知能ガイド
この モ ジュー ル で は 、人 工 知 能（ A I ）と機 械 学 習 の 基 本 概 念 を 学 習します 。 
この モ ジュー ル を 完 了 すると、次 のことが で きるようになります 。

デ ータ 、モ デ ル 、ア ル ゴリズム 、ニューラ ル ネットワ ークの 重 要 性 を 認 識 する。
A I 、機 械 学 習 、ニューラ ル  ネットワ ークの 核となる原 理 を 理 解 する。
医 療 の 例 を 使 用して 、A I が 現 実 世 界 にど のように 応 用され て いるか を 示 す 。
A I 、機 械 学 習 、ニューラ ル  ネットワ ークの 関 係 を 理 解 する。

1.0

人 工 知 能とは  ?
人 工 知 能（ A I ）は 、あ な た の 生 活 や 仕 事 の 仕 方 を 向 上させるツ ー ル で す 。A I は 、旅 行 価 格 の 予 測 、
文 内 の 次 の 単 語 の 予 測 、地 図 アプリを 利 用したリア ル タイム の 交 通 状 況 の ナビゲ ーションなど、特 定 の
タスクを 実 行 するように 設 計 で きます 1 。 この 動 画 で は 、A I をより効 果 的 に 利 用 で きるようになるた め に  
A I の 基 本 概 念 を 学 び ます 。 

  「 人 工 知 能とは？」 を
必 ずご 視 聴ください 。

人 工 知 能とは  ?

コース 1 : 人 工 知 能 入 門  

1.1

A I の 基 本 概 念
A I は 産 業 を 形 成し、日 常 生 活 の 新 た な 側 面 に 影 響 を 与 え 続 け て います 。 A I の 基 本 的 な 概 念 をしっかりと把
握 す れ ば 、 A I の 仕 組 み や 、ど のように A I を 仕 事 へ 組 み 込 む ことが で きるか を 理 解 するの に 役 立 ちます 。さら に 、
A I の 基 本 的 な 概 念 に 精 通 す れ ば 、 複 雑 な 議 論 をナビゲ ートし、 A I アプリケ ーションを 批 判 的 に 評 価し、 A I の
能 力 をイノベ ーション に 活 用 で きるようになります 。
A I を 理 解 するた め に 重 要 な 基 本 概 念 のリストは 、以 下 になります 。
a .デ ータ

デ ータ は 、A I シス テ ム が 分 析・予 測 を 行うの に 使 用 する、原 材 料とも言うべ き存 在 で す 。ア ル ゴリズムを 訓 練
するの に 使 用され た デ ータ セットは 、訓 練され た A I モ デ ル の 精 度 に 直 接 影 響します 。した がって 、高 度 な A I モ
デ ル を 開 発 するに は 、多 様 で 典 型 的 な 高 品 質 な デ ータ が 欠 か せま せん 。  

b .ア ル ゴリズム
ア ル ゴリズムとは 、A I モ デ ル がタスクを 実 行 するように 指 令 する段 階 的 な 命 令 一 式 で す 。ア ル ゴリズム は 、デ ー
タ 処 理 、特 徴 抽 出 、モ デ ル の 訓 練 、意 思 決 定 に 使 用されます 。  
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c. 機 械 学 習
機 械 学 習 は 、マ シン が デ ータから 学 習し、時 間とともに 性 能 を 向 上させるプ ロ セス で す 。機 械 学 習 に は 、教 師
あり学 習 、教 師 なし学 習 、強 化 学 習 など のさまざまな 種 類 の 手 法 が 利 用されます

d. モ デ ル
A I モ デ ル は 、特 定 の デ ータ セットによる訓 練 の 結 果 が 得ら れるプ ログラム（また はア ル ゴリズム ）で す 。言 い 換 え
ると、A I モ デ ル は 、機 械 学 習 ア ル ゴリズム が 訓 練 中 に 発 見した パターンと関 係 を 表して います 。

e. 特 徴 抽 出
特 徴 抽 出 は 、モ デ ル に 入 力 で きるように 、特 定 の デ ータから 最も関 連 する属 性 や 特 徴 を 選 択 することで す 。
特 徴 抽 出 の 目 的 は 、モ デ ル が 処 理 する必 要 が ある特 徴 の 数 を 削 減 することにより、A I モ デ ル の 性 能 を 向
上させることで す 。

f. 特 徴 量 エンジニアリング
特 徴 量 エンジ ニアリング は 、A I モ デ ル の 性 能 を 向 上し、デ ータ 内 の パターンと関 係 を 理 解 する A I モ デ ル の 能
力 を 改 善 するた め に 、デ ータから 特 徴 量（ 属 性と特 徴 ）を 選 択・修 正 するプ ロ セス で す 。

g.予 測と分 類
予 測 は 将 来 の 結 果 を 予 測 するプ ロ セス で す 。そ れ に 対し、分 類 は 、A I モ デ ル が 訓 練 デ ータから 学 習した 内 容
に 基 づ い て 、デ ータ ポイントにラベ ル や カ テゴリを 割り当 てるプ ロ セス で す 。

h. ニューラル ネットワーク
ニューラ ル  ネットワ ークは 、階 層 構 造 の 相 互 接 続され たノードから 構 成され て います 。この 構 造 は 、大まか に
人 間 の 脳 の 構 造 から 着 想 を 得 たもの で す 。ニューラ ル  ネットワ ークは 、画 像 認 識 や 音 声 認 識 など のタスク
に 特 に 効 果 的 で す 。

i. 訓 練とテスト
A I モ デ ル は デ ータ の サ ブ セットで 訓 練されます 。そして 、性 能 を 評 価 するた め に 、デ ータ の 別 の サ ブ セットで
テストされます 。訓 練とテストにより、A I モ デ ル が 確 実 に 新しい デ ータを 一 般 化 で きるようにします 。

j. 過 学 習と学 習 不 足
過 学 習 は 、A I モ デ ル が 訓 練 デ ータ に 特 化しす ぎ て 、新しい デ ータ に 対して 性 能 が 低 いときに 発 生します 。
学 習 不 足 は 、A I モ デ ル が 単 純 す ぎ てデ ータ の 背 後 に ある パターンを 捉 えら れ な い 場 合 に 発 生します 。

k. 最 適 化
最 適 化 は 、A I モ デ ル に 最 適 な パラメーターを 発 見 するプ ロ セス で す 。多くの 場 合 、最 適 化 に は 、エラーを 最
小 化 するた め に  A I モ デ ル の 内 部 設 定 を 調 整 することが 含まれます 。
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1.2

機 械 学 習とは  ?
機 械 学 習 は 、コンピューター が 直 接 指 示 を 受 けることなしに 学 習 するの を 手
助 け するプ ロ セス で す 。機 械 学 習 は 、ア ル ゴリズムを 使 用して 、大 規 模 な デ ー
タ セット内 の パターンを 発 見します 。そ の 後 、パターンを 使 用して 、包 括 的 な  
A I モ デ ル を 作 成 することで 、特 定 の ニ ーズ に 合った 高 精 度 な 予 測 が で きる
ようになります 。  2

A I モ デ ル の 作 成 中 、機 械 学 習 モ デ ル は 、デ ータ の ごく一 部 を 使 用して 予 測
を 行うように 注 意 深く訓 練されます 。予 測 の 精 度 は 、ごく一 部 の デ ータ セット
がより大 きな デ ータ セットをど れ だ けよく表 現して いるか に 左 右されます 。標 本
デ ータ が（ 抽 出され た ）より大 きな デ ータ セットを 適 切 に 表 現して いる場 合 、
機 械 学 習 モ デ ル はより信 頼 性 の 高 い 結 果 を 出 力します 。   2

機 械 学 習 プ ロ セス の わ かりや す い 例 え は 、サッカ ーをプ レー するスキ ル を 運 動 選 手 が 獲 得 する過 程 で す 。サッカ
ー 選 手 はまず、ドリブル や パス など の 基 本 的 なスキ ル を 練 習 することから 始 めます 。練 習 を 続 けると、プ レー の パタ
ーンを 認 識し、対 戦 相 手 や チ ームメイトの 動 きを 予 測し、より運 動 能 力 を 発 達 で きるようになります 。そして 、試 合 中
に 瞬 時 に 判 断したり、ゲ ーム 展 開 に 基 づ い て 戦 略 を 調 整したりするの が 、時 間とともに 上 手くなります 。 
同 様 に 、機 械 学 習 モ デ ル は 、訓 練 プ ロ セス 中 に デ ータ 内 の パターンと関 係 を 学 習 することから 始 めます 。次 に 、こ
れら の 学 習され た パターンを 使 用して 、予 測 を 行ったり、設 計され たタスクを 実 行したりします 。サッカ ー 選 手 は 、練
習したり、さまざまな 試 合 展 開 を 経 験したりすることで 専 門 技 術 を 磨 きます 。同 様 に 、機 械 学 習 モ デ ル の 熟 練 度
は 、設 定され た パラメーター 内 で 繰り返して 学 習し、適 応 することで 進 化して い きます 。 

1.3

機 械 学 習 の 種 類
大まか  に言って、機械学習には教師あり学習  、教師なし学習  、強化学習  の 3  つ  の方法が  あります  ₂ 。 

a. 教 師 あり学 習
教 師 あり学 習 で は 、ア ル ゴリズム は 明 確 なラベ ル や カ テゴリが 付 い た 既 存 の 情 報また は デ ータ  ポイントを
使 用します 2 。たとえ ば 、色 、サイズ、耳 、鼻 など の 特 徴 に 基 づ い て  2  種 類 の 動 物 を 区 別 するた め に は（、 さ
まざまな 種 類 の ）多 数 の 猫と犬 の 写 真 でア ル ゴリズム は 訓 練されます 。訓 練 が 完 了 すると、ア ル ゴリズム
は 与 えら れ た 新しい 画 像 に「 猫 」また は「 犬 」としてラベ ル を 付 けることが で きます 。 
これ により、マ シン はさまざまな 色 、サイズ、特 徴 の 犬 や 猫 を 識 別 で きるようになります 。
教 師 あり学 習 の 目 的 は 、マ シン がラベ ル 付 きの 多 数 の 例 から 学 習 することで す 。

b.教 師 なし学 習
教 師 なし学 習 で は 、ラベ ル や カ テゴリが 付 い て い な い 状 態 で デ ータ ポイントが 存 在して います 。す で にラベ ル
付 けされ た デ ータを 扱う教 師 あり学 習とは 異 なり、教 師 なし学 習 は デ ータを 整 理し、デ ータ に 潜 む パターンを 明
ら か に することに 重 点 を 置 い て います  2 。
教 師 なし学 習 法 に は 、複 雑 な デ ータを 単 純 化し、デ ータ 分 析 を 向 上させるた め に 、デ ータを 個 別 のクラスター に
分 類したり、さまざまな 視 点 を 探 索したりすることが 含まれます  3 。目 標 は 、事 前 に 定 義され たラベ ル に 依 存 する
の で は なく、デ ータ 内 に 存 在 する意 味 の ある関 係 を 発 見 することで す 。 
教 師 あり学 習 で は 、画 像 に「 猫 」や「 犬 」など のラベ ル が 割り当 てら れます 。そ れ に 対し、教 師 なし学 習 で は 、明 示
的 なラベ ル の 助 け を 借りず に 、内 在して いる パターンを 発 見します 。たとえ ば 、動 物 の 種 類 に 関 する情 報 が 含ま
れ て い な い 野 生 動 物 の 写 真 のコレクションを 分 類 するタスクが 、機 械 学 習 シス テ ム に 与 えら れ て いるとします 。
この 場 合 、教 師 なし学 習 の ア ル ゴリズム は 特 定 の 動 物 に 関して 明 示 的 に 教 えら れることなく、画 像 内 の 類 似
の 特 徴 を 識 別し、動 物 をグル ープ 化 で きます 。 
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c. 強 化 学 習
強 化 学 習 で は 、デ ータとフィード バックに 基 づ い て 、ア ル ゴリズム は 最 適 な 行 動 方 針 を 決 定します 2 。たとえ ば 、ロ
ボットは セン サ ーを 使 い 、一 定 の 時 間 間 隔 で 情 報 を 処 理します 。収 集され た 情 報 をア ル ゴリズム が 分 類してラ
ベ ル を 付 けると、即 時 のフィード バック 信 号 によってア ル ゴリズム の 有 効 性 が 評 価されます 。 
この 反 復 プ ロ セス により、ア ル ゴリズム は 時 間とともにラベ ル 付 けプ ロ セスを 改 良 することが で きます 。ア ル ゴリズ
ム が 入 力 デ ータを 処 理して 、出 力 を 生 成 すると、出 力 の 有 効 性 を 評 価 するフィード バック 信 号 を 即 座 に 取 得
します 。この 信 号 に 基 づ い て 、報 酬 を 最 大 化 するた め にア ル ゴリズム が 自 動 的 に 調 整されます 。 

1.4

機 械 学 習 の 応 用
製 造 、金 融 サ ービ ス 、医 療 、小 売 、行 政 サ ービ ス など、さまざまな 業 界 で の 幅 広 い 潜 在 的 な 用 途 が 、機 械 学 習 に
は あります 3 。 そ れ で は 、医 療 の 文 脈 でど のように 機 械 学 習 を 利 用 で きるか を 見 て みましょう。 

病 院 は 、患 者 の 回 復 時 間 を 短 縮し、再 入 院 を 減 少させようと継 続 的 に 努 め て います 。 患 者 の 病 歴 、治 療 法 、
検 査 結 果 、ライフスタイル の パターン や 傾 向 を 病 院 が 発 見 で きれ ば 、医 療 従 事 者 がより良 い 治 療 を 提 供し、再
入 院 を 減 少させるの に 役 立 ちます ⁴ 。 

そこで 、病 院 や 医 療 従 事 者 は 患 者 の デ ータを 分 析 するの に 、機 械 学 習 モ デ ル を 活 用 で きます 。 履 歴 記 録 によ
る訓 練 を することで 、機 械 学 習 モ デ ル は 過 去 の 患 者 の 治 療 後 の 経 過 や 結 果 を 使って 予 測 指 標と予 測 要 因
を 認 識 で きます  ⁴ 。 

機 械 学 習 モ デ ル が 導 入され れ ば 、医 療 従 事 者 は 新しい 患 者 デ ー
タを 入 力して 、再 入 院 の 可 能 性 を 予 測 で きます 。 機 械 学 習 を 使う
ことで 、医 療 従 事 者 は 先 を 見 越した 対 策 を 講じ、患 者 一 人 ひとりに
合 わ せ た 治 療 を 行 えます 。 患 者 の 治 癒 が 成 功し、再 入 院 が 減 少
することにもつ な がります ⁴ 。 
機 械 学 習 モ デ ル は 、患 者 の 治 療 後 の 経 過 や 結 果 を 改 善 するた め
にリスク 要 因 を 特 定し、パ ーソナライズされ た 医 療 行 為 を 推 奨 する能
力 を 、病 院 が 時 間とともに デ ータを 蓄 積 するに つ れ て 継 続 的 に 改 良
します 。 機 械 学 習 テクノロジ ーを 使 用 することで 、医 療 従 事 者 は デ ー
タ に 基 づ い た 意 思 決 定 を 行 い 、患 者 の 治 療 を 向 上し、最 終 的 に は
より多くの 命 を 救うことが で きるようになります ⁴ 。 

1.5

A I  と機 械 学 習 の 関 係 は ?
機 械 学 習 は 、A I の 下 位 分 野 の ひとつ で す 。高 度 なコンピューター  シス テ ム は 、デ ータ 分 析 能 力 や 自 律 的タスク
実 行 能 力 を 開 発 するの に 、機 械 学 習 を 使 用して います ⁵ 。 A Iと機 械 学 習 の 連 携 方 法 は 、以 下 の 通りで す 。 

ス テップ  1 :
機 械 学 習 など の 技 術 を 使 用して 、A I シス テ ムを 構 築します

ス テップ  2 :
デ ータ 内 の パターンを 分 析して 、機 械 学 習 モ デ ル が 作 成されます 。

ス テップ  3 :
観 察され た デ ータ パターン に 基 づ い て 、機 械 学 習 モ デ ル が 最 適 化されます 。

ス テップ  4 :
実 行 予 定 の 特 定 のタスクに 適した 高 精 度 の モ デ ル が 達 成 するまで 、この プ ロ セス が 繰り返され 、改 善
されます 。
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1.6

ディープ  ラーニングとは ?  
ディープ  ラー ニング は 、ニューラ ル  ネットワ ークを 使う機 械 学 習 の
一 種 で す 。ディープ  ラーニング を 使うと、ニューラ ル  ネットワ ークは
非 構 造 化 デ ータまた はラベ ル なしデ ータ 、また はこれら 二 つ に 基
づ い て 意 思 決 定 を 行うことが で きます ⁶ 。脳 内 の ニュー ロンと同
様 に 、ニューラ ル  ネットワ ークは デ ータから 学 習し、情 報 に 基 づ い
た 予 測 を 生 成し、複 雑 な 問 題 を 解 決 するように 連 携 する、相
互 接 続され た ユ ニットで 構 成され て います  ⁷ 。
あ な た が レポ ートを 読 ん だり、車 を 運 転したり、花 の 香りを 嗅 い だ
りするた び に 、何 十 億もの 脳 内 ニュー ロン が 微 小 な 電 気 信 号 を
通して 情 報 を 処 理します 。各 ニュー ロン は 入 力 を 処 理し、そ の 結
果 は 次 の 処 理 の た め に 次 の ニュー ロン に 出 力されます  ⁶ 。そして
ほ ぼ 瞬 時 に 、ニュー ロン の 出 力 によってビジ ネス 上 の 洞 察 、ブ レー
キ 操 作 、また は 喜 び の 感 情 が 生 み 出されます 。 

これ とほ ぼ 同 様 に 、ニューラ ル  ネットワ ークを 使うと、デ ジタ ル  シス テ ム は 状 況 を 解 釈した 上 で 対 応 で きます 。
ニューラ ル  ネットワ ークは 大 量 の デ ータを 処 理して 、複 雑 な 問 題 を 解 決 で きます ⁶ 。たとえ ば 教 育 分 野 で は 、ニ
ューラ ル  ネットワ ークは 学 習 者 の 過 去 の 成 績 、学 習 スタイル 、好 み を 分 析して 、パ ーソナライズされ た 学 習 パス
を 推 奨し、多 様 な 学 習 環 境 に お ける個 人 の ニ ーズ に 効 果 的 に 対 応 で きます 。  

1.7

機 械 学 習とニューラル
ネットワークの 関 係 は ?
ニューラ ル ネットワ ークは 機 械 学 習 モ デ ル の ひと
つ の 分 野と考 えら れ て います が 、ニューラ ル ネット
ワ ークと他 の 機 械 学 習 モ デ ル の 間 に は 大 きな
違 い が あります 。
一 般 に 、ニューラ ル ネットワ ークは 通 常 の 機 械 学
習 モ デ ル よりも複 雑 で 、独 立して 動 作 で きます  ⁶ 。
たとえ ば 、ニューラ ル ネットワ ークは 、そ の 予 測と結
果 が 正 確 か どうか を 判 断 で きます 。  

さら に 、ニューラ ル  ネットワ ークは 指 示 が なくても学
習し、予 測し続 けることが で きるように 構 造 化さ
れ て います 。一 方 、機 械 学 習 モ デ ル は 、モ デ ル の
具 体 的 な 訓 練 内 容 に 制 限されます ⁶ 。 

追 加 資 料
学 習 の 旅 を 続 けるに は 、以 下 のリンクにアクセスしてください 。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/introduction-to-machine-learning/ 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/leverage-ai-tools/ 
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モジュール 2: トレーナー向け人工知能入門
この モ ジュー ル で は 、教 育 分 野 で ダイナミックに 人 工 知 能（ A I ）を 導 入した 例 に つ い て 見 て い きます 。 
この モ ジュー ル を 完 了 すると、次 のことが で きるようになります 。

教 育 現 場 でど のように  A I が 活 用され て いるか を 認 識 する。
学 術 的 な 環 境 で  A I を 使 用 するさらなる戦 略 を 検 討 する。

2.0

教 育 分 野 で の 人 工 知 能 の 導 入
教 育 へ の  A I の 導 入 は 、現 代 の 教 育 学 に お ける進 展 で す 。 A I 機 能 を 活 用 することで 、学 習 体 験 を 向 上 で き
ます 。また  A I を 導 入 すると、教 育 を 調 整し、パ ーソナライズされ た サ ポ ートを 提 供し、多 様 な 学 習 スタイル や ニ ーズ
に 対 応した 、カスタマイズされ たコンテンツ を 提 供 で きます 。 A I が 進 化し続 けるに つ れ て 、教 育 へ の   A I の 導 入 は 、
知 識 を 伝 達し、習 得 する方 法 に 影 響 を 及 ぼし、より一 人 ひとりに 合った 効 果 的 な 学 習 環 境 を 促 進します 。 以
下 が 、A I が 教 育 にもたら す メリットと例 で す 。 

a. パ ーソナライズ され た 学 習
A I を 活 用した 学 習ソフトウェア は 、学 習 者 の 強 みと改 善 す べ き点 を 分 析 で きます 。また 、A I は そ れ ぞ れ の 学
習 者 の スキ ル 水 準 に 合ったカスタム 演 習 を 生 成 で きます ⁸ 。たとえ ば 、ある科 目 に 秀 で た 学 習 者 に は 、より高
度 な 課 題 を 与 えることが で きます 。 これ に 対し、そ の 科 目 が 苦 手 な 学 習 者 に は 、追 加 の 演 習と、的 を 絞った
説 明 を 提 供 で きます 。学 習 が パ ーソナライズされ て いるた め 、学 習 者 一 人 ひとりは 自 分 の ペ ース で 学 習 を 進
めることが で き、科 目 ごとにしっかりした 基 礎 を 築 き、より自 信 を 持 てるようにもなります 。

b.学 習 者 の 興 味 を 喚 起
A I を 活 用したストーリー テリング  ソフトウェア は 、創 造 性 を 刺 激し、学 習 へ の 取り組 み を 向 上します 。 学 習 者
は 協 力しな がら 登 場 人 物 、設 定 、プ ロット要 素 を 選 択して 、デ ジタ ル  ストーリーを 作 成 で きます 。 学 習 者 が
文 章 を 入 力 すると、A I ツ ー ル から 即 座 にフィード バックが 提 供され 、文 章 構 造 や 語 彙 を 改 善 する方 法 や スト
ーリー テリング の 技 術 を 洗 練 する方 法 など が 提 案されます 。A I を 活 用したインタラクティブ なプ ロ セス により、自
分 の アイデ ア がリア ル タイムで 実 現 するの を 見ることが で きるの で 、学 習 者 は モ チ ベ ーション が 高 い 状 態 で 、
積 極 的 に 参 加し続 けることが で きます 。また 、A I を 使って 建 設 的 なフィード バックを 提 供し、創 造 的 な 表 現 を
促 進 することで 、読 み 書 きの 能 力とストーリー テリング へ の 情 熱 を 育 成 する、ダイナミックで 刺 激 的 な 学 習 環
境 をトレー ナ ー は 構 築 で きます  ⁸ 。

c. アクセシビリティの 改 善
I 対 応 ツ ー ル は 、多 様 な 学 習 ニ ーズ が ある学 習 者 の 完 全 なレッスン 参 加 を 確 実 に するの に 貢 献 で きます ⁸ 。
たとえ ば 、目 の 不 自 由 な 学 習 者 に は 、教 科 書 や 教 材 の 読 み 上 げ 機 能 が 有 効 で す 。 同 様 に 、英 語 を 母 国
語としな い 人 た ち は 、リア ル タイム 翻 訳 を 使 え ば 複 雑 な 概 念 を 母 国 語 で 理 解 で きるようになります 。 A I を 活
用した ディクテ ーション  ツ ー ル は 、グル ープ  ディスカッション 中 に 苦 労 せ ず にアイデ ア を 提 供 で きるように 運 動 障
害 の ある学 習 者 を サ ポ ートします 。さら に 、字 幕 をつ けることで 、耳 が 不 自 由 な 学 習 者 の 理 解 力 が 高まります 。
アク セシビリティ機 能 をシ ームレス に 統 合 することにより、包 括 的 な 学 習 環 境 を 構 築し、あら ゆる学 習 者 が 参
加・学 習し、成 長 で きるようになります 。 

d.カスタム コンテンツ の 作 成
A I によるコンテンツ 作 成 ツ ー ル を 活 用 すると、さまざまな 言 語 習 熟 度 の 学 習 者 が 恩 恵 を 受 けることが で きます
。たとえ ば 、英 語 の 教 師 が 、学 習 目 標と希 望 する複 雑さの レベ ル を 入 力 するとします 。 すると、A I シス テ ム は 、カ
スタマイズされ た レッスン 計 画 、クイズ、教 材 を 生 成 で きます ⁸ 。初 心 者 向 け に は 、シス テ ム はより単 純 な 語 彙と
文 章 構 造 を 使った 基 礎 的 な 教 材 を 作 成します 。 一 方 、上 級 の 学 習 者 に は 、深 い 言 語 理 解 を 促 進 する難
易 度 の 高 いコンテンツ を 作ります 。カスタム  コンテンツ の 作 成 により、そ れ ぞ れ の 学 習 プ ロ セス に 合った 適 切 で
魅 力 的 な 教 材 が 、一 人 ひとりの 学 習 者 に 確 実 に 提 供されるようになります 。これ により、言 語 スキ ル と全 体 的
な 学 習 体 験 が 向 上します 。

AIはコンテンツ制作に役立ちますが、トレーナーが最終コンテンツを管理することを強調することが重要です。
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2.1

A Iと教 育 の 未 来
A I は 学 習 の 未 来 を 形 成し、イノベ ーションを 促 進し、効 果 を 向 上させることが で きます 。A I が 技 術 的 に 成 長し続
けることにより、一 人 ひとりに 合った 、アク セスしや す い 、パ ーソナライズされ た 方 向 に 学 習 を 推 進 で きるの で 、教 育 の
さまざまな 面 で  A I の 影 響 は 明ら か で す 。 

以 下 は 、さまざまな 教 育 機 関 が 、学 習 を 向 上させる目 的 で  A I を 活 用した 例 で す 。 

a. A I を 使 用 す れ ば 、膨 大 な デ ータ セットを 保 有 する組 織 や 事 業 体 が 潜 在 デ ータを 解 き放 ち 、急 速 に 成 長 で
きるようになります 。 ネ ブ ラスカ 州 教 育 省 が 、多 数 の 学 校 からデ ータを 収 集 するという膨 大 な 量 の 仕 事 に
革 新 的 に 対 応した の が 一 例 で す 。教 育 省 は 、職 員 が デ ータ の 収 集 に 年 間  655,000 時 間という膨 大 な
労 力 を 費 やして いることに 気 が つ きました 。 そして 、この 問 題 に 対 応 するた め に 、A I を 活 用して 州 縦 断 デ ータ  
シス テ ムを 構 築しました 9 。 この  A I シス テ ム は 、多 様 なソース から の ほ ぼリア ル タイム の 情 報 の シ ームレス な 流
れ を 促 進し、さまざまなレベ ル のリーダ ー 、管 理 者 、教 育 者 に 実 用 的 な 洞 察 を 提 供して います 。 

b. 高 等 教 育 で は 、大 学 が  A I を 活 用したインテリジェントなキャン パス  イニシア チブ を 通して 、従 来 の 教 室 の 限 界
を 超 えて 学 習 者 の 体 験 を 向 上させ て います  10。学 習 者 の 体 験 を 改 善 するた め に 、チャットボットを 学 習 者 サ ポ
ート サ ービ ス に 統 合した の が そ の 一 例 で す 。グリフィス 大 学 の  Sam は 迅 速 に 関 連 情 報 を 発 見して 学 習 者 を
サ ポ ートし、シドニ ー 大 学 の   FinBot は 財 務 に 関 する問 い 合 わ せ に 即 座 に 対 応します 。 

c. 公 平 性 の 領 域 で は 、A I の 使 用 により、政 府 部 門 は 障 壁 を 打 ち 破り、学 習 者 の 可 能 性 を 豊 か に することが で
きます 。フィリピン の 教 育 省 は 革 新 的 に  Reading Progress を 導 入 することで 、言 語 能 力 、音 読 の 流 暢さ、発 音
、デ ジタ ル  リテラシ ーを 促 進して います 11。 教 育 省 は 学 習 者 が 言 語 スキ ル を 練 習し、カスタマイズされ たフィード
バックと課 題 を 受 け 取ることが で きる  Reading Progress を 導 入しました 。 この ツ ー ル を 使うことで 学 習 者 は 間
違 い を 修 正し、発 音 を 洗 練し、長 期 的 な 成 功 に 不 可 欠 なスキ ル を 養うことが で きます 。 

d. さら に 、A I によって 都 市 の デ ジタ ル  トランスフォーメー
ション が 推 進され て いるた め 、そ れ が 教 育 に 大 きな
影 響 を 及 ぼして います 。ヘ ル シンキ の 教 育 部 門 は 、
教 育 シス テ ム の 複 数 分 野 に わ たって 教 授 法 を 改
善 するた め に   A I ハ ブ を 開 発しました 。 この 際 、A I の
活 用 に は 、教 授 法リーダ ーシップ  ダッシュボ ードが 含
まれ て いました 。これ は 学 習 のタイムリー な 完 了 を 保
証しな がら 、社 会 情 動 的 スキ ル を 育 成し、フィード バ
ックを 自 動 化 する、さら に は 、一 人 ひとりに 合った 学
習 プ ロ セスを 実 現し、研 究 にビッグ  デ ータを 活 用 す
るもの で す 12。 ヘ ル シンキ の デ ジタ ル  トランスフォーメ
ーション 戦 略 は 、都 市 全 体 を 相 互 に 接 続され た 学
習 環 境として 認 識し、一 人 ひとりの 学 習 者 を ユ ニ ー
クで 平 等 な 個 人として 扱うもの で す 。パ ーソナライズさ
れ た 学 習 体 験 、学 習 成 果 の 向 上 、学 習 者 の 全
体 的 な 幸 福 に 重 点 が 置 か れ て おり、現 代 の 教 育
パラダイム に お ける  A I の 役 割 が 強 調され て います 。 

テクノロジ ー が 主 導 する時 代 に は 、A Iと教 育 を 融 合 することで 、たくさん の 可 能 性 が 生 み 出されます 。 デ ータ の 変
換 から 、成 長 の た め の ツ ー ル の 提 供 や 学 習 者 の 体 験 の 向 上まで 、A I テクノロジ ー によって 教 育 に お けるイノベ ー
ション が 促 進され て います 。 公 平 性 を 促 進 するた め に A I を 使 用 する政 府 や 、A I の 能 力 を 活 用して いる都 市
だ け で なく、A I を 導 入して 、あら ゆる学 習 者 にとって 包 括 的 か つ 啓 発 的 で 、パ ーソナライズされ た 教 育 環 境 を 構 築
するチャンス は あ な た にもあります 。

追 加 資 料
学 習 の 旅 を 続 けるに は 、以 下 のリンクにアクセスしてください 。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/empower-educators-explore-potential-artificial-i
ntelligence/ 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/enhance-teaching-learning-bing-chat/ 
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モジュール 3: 稼働中の人工知能に関する学習
この モ ジュー ル で は 、人 工 知 能（AI）内 の  3 つ の 下 位 分 野（ 自 然 言 語 処 理  (NLP)、コンピューター ビジョン、
レコメンド シス テ ム ）を 詳しく掘り下 げます 。 
このモジュールを完了すると、次のことができるようになります。 

通常、 AIシステムが教育にどのように応用されているかを特定する。
AIシステムの応用と有効性を評価する。

3.0

一 般 的 な  AIサ ブセット
AIは テクノロジ ーとの 関 わり方 を 変 革しました 。音 声 ア シスタントから 自 動 運 転 車まで 、  AIは あ な た が 住 む 世 界
に 影 響 を 及 ぼして います 。この 動 画 で は 、  AIの  3 つ の 一 般 的 な 下 位 分 野 、  NLP、コンピューター ビジョン、レコメ
ンド シス テ ム に つ い て 見 て い きます 。

「 一 般 的 な  AIサ ブ セット」
を 必 ずご 視 聴ください 。

一 般 的 な  AIサ ブセット

コース 1 : 人 工 知 能 入 門

3.1

教 育 に お ける   AI活 用 ツ ー ル
A I 活 用 ツ ー ル は 、個 別 の 学 習 パス の 作 成 、リア ル タイム のフィード バックの 提 供 、学 習 者 の 取り組 みと理
解 の 向 上 により、学 習 を パ ーソナライズ で きます 。

以 下 は 、A I シス テ ムを 使 い 、学 習 を パ ーソナライズ する例 で す 。

a .  学 習 者 に 、音 読 中 に 自 分 の 声 を 録 音 するように 依 頼して みましょう。   Reading Progress は 、学 習 者 にとって 難
しい 単 語 を す べ てメモし、視 覚 的 な 補 助 や 追 加 の 音 読 練 習 を 提 供 することで 、学 習 者 の 上 達 を サ ポ ートで
きます 13。学 習 者 を 一 度 に 一 人 ずつ 評 価 する必 要 が な い の で 、あ な た は 時 間 を 節 約 で きます 。 

b . AIチューター は 、一 日 中 い つ でも質 問 にリア ル タイムで 回 答 で きます 。また パ ーソナライズされ た  A I チューター は 、
一 人 ひとりの 学 習 者 の 知 識 レベ ル と学 習 速 度 に 合 わ せることが で きます  14。つまり、A I チューター は 作 業 負
荷 を 軽 減し、学 習 者 がタイムリー な サ ポ ートを 確 実 に 受 けら れるようにします 。これ により、よりサ ポ ート体 制 の
整った 学 習 環 境 が 促 進されます 。  

c . 複 合 現 実 を 使って 指 導 を 拡 張 すると、学 習 者 は 体 験 学 習 に 没 頭し、各 科 目 をさら に 深く掘り下 げること
が で きます  15。 たとえ ば 、 Holo-human VR Dissection を 使うと、リスクの な い バ ー チャル 環 境 で 複 雑 な 手 術
を 練 習 で きます 。 バ ー チャル 遠 足 で は 、博 物 館 、遺 跡 、さまざまな 地 図 上 の 場 所 に 学 習 者 を 連 れ て 行くこ
とが で きます 。これら は 、学 習 に 複 合 現 実 を 組 み 込 む 方 法として の  2  つ の 例 で す 16,17。 
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d. インタラクティブ なス マ ートボ ードは 、授 業 方 法 がリモ ート、対 面 、ハイブリッドか に 関 わら ず、あ な たと学 習 者 が 臨
機 応 変また は 正 式 な 方 法 で 一 緒 にアイデ ア を 練る場 所 を 提 供します  1 8 。 学 習 者 が 適 切 な 事 柄 に 集 中し
続 けるた め に 、特 別 に 強 調 するアノテ ーションを 付 けることが で きます 。あ な た が 閲 覧して いるもの だ けを 学 習 者
が 閲 覧 するように 、学 習 者 のビューをロック することもで きます 。 

e. デ ータ 分 析 を 使うと、学 習 者 の エン ゲ ージメント率 、学 習 の 進 捗 状 況 、精 神 状 態 を 常 に 把 握 で きます ⁹ 。 
また 、グル ープ や 個 人 の 成 績 を 管 理して 、学 習 ギャップ を 特 定し、タイムリー に 介 入したりサ ポ ートを 提 供した
りもで きます 。 

A I 活 用 シス テ ムを 教 育 に 適 用 すると、教 育 の 質とアクセシビリティを 向 上させることが で きます 。トレー ナ ー は 、洞
察と A I ツ ー ル を 使 用して 、最も重 要 なことに 時 間 を 使うことが で きます 。

3.2

AIシステムの有効性の評価
効 果 的 に  A I シス テ ムを 使 用 するに は 、シス テ ム の 動 作 原 理 や 機 能 、また シス テ ム 最 高 の 性 能 を 達 成 する方
法 を 理 解 する必 要 が あります 。 シ ームレス で 実 践 的 な 学 習 体 験 を 学 習 者 に 提 供 するに は 、導 入 する   A I シス
テ ム の 適 切 な 性 能と効 率 を 確 保しな け れ ば なりま せん  1 9 。 
A I シス テ ム の 性 能 を 最 適 化 するの に 、使 用 で きる取り組 み を 、いくつ か 紹 介します 。 

a. A I シス テ ム の 開 発 方 法 は 、A I シス テ ム の 性 能 に 影 響 を 及 ぼします 。 よって 、学 習 体 験 に 使 用される A I シス
テ ム は 、公 平 性と包 括 性 を 念 頭 に 置 い て 開 発され な け れ ば なりま せん 。 公 平 性 は 、学 習 体 験 に お い て 数
多くのさまざまな 側 面 に 影 響 を 及 ぼ す 、多 次 元 の 社 会 技 術 的 な テ ー マ で す 1 9 。

モ デ ル の 精 度 を 確 認し、A I シス テ ム 全 体 の 性 能 を 測 定 することによって 、さまざまな 学 習 者グル ープ に 対して  
A I シス テ ム が ど れくら い 上 手く動 作 するか を 検 討 で きます 。研 究 によると、あら ゆるグル ープ に 対して 性 能 を
向 上させるた め の 意 識 的 な 取り組 み が なされ な かった 場 合 、人 種 、民 族 、言 語 、ジェンダ ー 、年 齢 など の 要
因 に 基 づくさまざまなグル ープ 間 で 、A I シス テ ム の 性 能 は 異 なる結 果 になりました 。
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b. シス テ ムとの やり取りの 仕 方 は 、A I シス テ ム の 性 能 に 影 響 を 与 えます 。文 字 起 こしされ た 音 声 、スキャ
ンされ た 写 真 、テキスト文 書 の い ず れ を 使 用して いる場 合 でも、入 力 デ ータ の 品 質 、忠 実 度 、フォー マッ
トは 大 きな 影 響 を 及 ぼします 19。 入 力 デ ータを 慎 重 に 選 別 することで 、信 頼 で きる洞 察 を A I シス テ ム
が 提 供 する性 能 を 向 上させ 、より正 確 な 結 果 を 取 得 することが で きます 。  

音 声 テキスト変 換 シス テ ムを 利 用 する際 に は 、正 確 なス ペ ル 、句 読 点 、大 文 字 ／ 小 文 字 を 使 用
すると、結 果 の 一 貫 性と精 度 を 向 上させることが で きます 。
さまざまな 言 語 を 組 み 込 むと、正 確 性 に 支 障 が 出る可 能 性 が あります 。 A I シス テ ム は 、単 一 言 語 で 書
か れ た テキストに 適 用される場 合 に 優 れ た 性 能 を 発 揮します 。スムーズ で 正 確 な 出 力 がされるように す
るに は 、単 一 言 語 で 入 力 する必 要 が あります 。

c. A I シス テ ム の 監 視 方 法 は 、A I シス テ ム の 性 能 に 影 響 を 与 えます 。 A I シス テ ムを 使 用して 学 習 者 に
サ ービ スを 提 供 する場 合 、A I シス テ ム の 可 用 性 、性 能 、動 作 を 監 視しな け れ ば なりま せん 20。 

アラートを 設 定・監 視 することで 、学 習 者 が シス テ ム 上 の 問 題 に 気 づく前 に 、問 題 を 特 定して 対 処 で
きます 。アラートが ポップ アップしたときに 、ど の アクションを 実 行 するか を 決 めることもで きます 21。
学 習 者 の プ ライバ シ ー 、安 全 性 、セキュリティを 保 護 するた め に 、A I シス テ ムで 収 集 、保 持 、使 用 するす べ て の
デ ータ の セキュリティと保 護 を 確 保しな け れ ば なりま せん 。

A I シス テ ム 関 連 の テクノロジ ー は 急 速 に 成 長して います 。 A I シス テ ムをトレー ニング に 導 入 する方 法 は
、これまで 以 上 に たくさん あります 。学 習 者 の 体 験 を 向 上させ 、 A I シス テ ムを 効 果 的 に 監 視 する際 にベ
スト プ ラクティスを 活 用 するに は 、A I シス テ ムとアプリケ ーション に つ い て 継 続 的 に 学 習してスキ ル アップ
することが 必 須 で す 。

追 加 資 料
学 習 の 旅 を 続 けるに は 、以 下 のリンクにアクセスしてください 。  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/paths/explore-computer-vision-microsoft-azure/ 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/paths/explore-natural-language-processing/ 
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モジュール 4: 教育・学習分野の人工知能
この モ ジュー ル は 、トレー ナ ー 用と学 習 者 用 の 2 組 の アクティビティで 構 成され て います 。この モ ジュー ル で は 、
デ ータ 分 析と生 成 に 特 に 焦 点 を 当 て た 人 工 知 能（ A  I ）シス テ ム の 開 発 に つ い て 見 て い きます 。

この モ ジュー ル を 完 了 すると、次 のことが で きるようになります 。 
Microsoft の  A I 活 用 ツ ー ル を 教 育 に 導 入 する方 法 を 理 解 する。
Microsoft PowerPoint スピ ーカ ー コ ー チを 使って 、インタラクティブ な 学 習 教 材 を 作 成 する。
Microsoft Sway を 使 用して 、インタラクティブ な 記 事 を 作 成 する。

4.0

トレーナー 向 けアクティビティ
アクティビティ 1: 教育分野での M icrosoft の AI活用ツールの調査
日 常 のタスクを 実 行したり、デ ータを 分 析したり、学 習・教 育 の た め の 新しい アイデ ア を 探 索したりする際 に
A I は 役 立 ちます 。 学 習 体 験 に  A I を 導 入 する際 に は 、いくつ か の 戦 略とベ スト プ ラクティスを 考 慮 すること
が 重 要 で す 。

時間: 20 分 

タスク:
この アクティビティで は 、以 下 の シ ナリオ に 適した M i c r o s o f t の A I 活 用 ツ ー ル のリストを 作 成します 。

シナリオ MS AI 活用ツール 実装 

アク セシビリティを 向 上 する（ 例
） 

M i c r o s o f t  学 習 ツ ー ル  :
イマ ーシブ  リーダ ー
ディクテ ーション 
Microsoft Translator

イマ ーシブ  リーダ ー で で きること :   
一 つ の 行 以 外 の す べ てをブ
ロックし、集 中 力 を 最 大 限 に
向 上 。
フォントと行 の ス ペ ースを あ け て
配 置して「 視 覚 的、 な 混 雑 」を
回 避 。
テキストの 色 、サイズ、フォントを
変 更して 、視 認 性 を 向 上 。
単 語 を 音 節 ごとに 分 割 。
音 声 の 一 部 を 画 面 上 で
識 別 。
絵 辞 書 を 使 い 、視 覚 的 な 定
義 を 発 見 。

ディクテ ーションを 使うと、学 習 者
は 文 字 起 こし機 能 を 使 用して  
Microsoft 365 内 でコンテンツ を
作 成 で きます 。マイクと安 定した
インター ネット接 続 が あ れ ば 、学
習 者 は 考 えを 明 確 にし、下 書
きや 概 要 を 作 成し、メモ を 取り
込 む ことが で きます 。 
Microsoft Translator は 、テキスト
を  6  0  以 上 の 言 語（  4  0  以
上 の 読 み 上 げ 言 語 ）に 変 換
で きます 。 
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 シナリオ MS AI 活用ツール 実装 

学 習 者 の 興 味 を ひく 

デ ータを 効 率 的 に 分 析 する 
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 シナリオ MS AI 活用ツール 実装 

学習をパーソナライズする 

カスタム  コンテンツ を 作 成 する 
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アクティビティ 2 : 学 習 開 発 用 A I ツ ー ル
A I ツ ー ル は 、学 習 者とトレー ナ ー 両 方 のトレー ニング を 強 化します 。これら の ツ ー ル に は 、オンライン 学 習 プ ラットフォー
ム 、語 彙 アプリ、品 質 保 証 ツ ー ル 、コンテンツ ジェネ レーター が 含まれ て います 。 Microsoft 365 の  A I 活 用 技 術 は
、以 下 の 目 的 に 使うことが で きます 。 

Microsoft PowerPoint デ ザイナ ーを 使って 、スライドを 数 秒 で 作 成 する。
複 雑 な 数 式 を 書く必 要 なしに  Microsoft Excel で デ ータを 分 析し、質 問 する。
Microsoft エ ディターを 使って 、文 書 の ス ペ ル 、文 法 、句 読 点 をチェックして 文 章 を 修 正 する。
リハ ー サ ル フィード バックを 提 供 する Microsoft PowerPoint の スピ ーカ ー コ ー チ で 、プ レ ゼンテ ーションを 準 備 する  8 。

この アクティビティで は 、Microsoft PowerPoint の  A I 活 用 ツ ー ル で あるスピ ーカ ー  コ ー チを 使う練 習 をして
、プ レ ゼンテ ーション スキ ル を 磨 きます 。

時間: 30 分 

タスク:
1. A I ツ ー ル に 主 に 焦 点 を 当 てて 、PowerPoint プ レ ゼンテ ーション（ スライドは 最 大  8 枚 ）を 作 成してください 。A I

ツ ー ル が 現 代 の 学 習とトレー ニング をど のように 形 成して いるか を 示した 上 で 、教 育 目 的 に 適した ツ ー ル を 特
定し、そ れら の メリットを 強 調してください 。PowerPoint プ レ ゼンテ ーション のタイトル 案 は 、以 下 の 通りで す 。  

AI活用ツールで教育に革命を起こす

AIは教育と学習をどのように変革するか

教育の未来を書き換える: 学習体験設計における AI

AI活用ツールでトレーナーと学習者に力を与える


2. プ レ ゼンテ ーション 資 料 の 作 成 が 完 了したら 、[Slide Show] タブ に あるスピ ーカ ー コ ー チ 機 能 を 使って 、プ レ
ゼンテ ーション スキ ル を 練 習して み てください 。[Rehearse] グル ープ から [Rehearse with Coach] を 選 択し
てください 。 

3. [Start Rehearsing] をクリックして 、話し始 め てください 。話して いる間 、画 面 上 で マイクの アイコン が アク
ティブ になります 。 
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4. リハ ー サ ル が 終 了して 録 音 を 停 止 するに は 、画 面 をダ ブルクリックします 。すぐにリハ ー サ ル レポ ートの プ レビュ
ー が 画 面 に 表 示されます 。

5. レポ ートの [Rehearse Again] ボタンをクリック すると、練 習 を やり直 せます 。練 習 は 、何 度 でも繰り返 せます 。 

6. 完 了したら 、プ レ ゼンテ ーション 資 料 へ のリンクとリハ ー サ ル レポ ートの スクリーンショットを 共 有してください 。以 下
にリンクとスクリーンショットを 挿 入してください 。

プ レ ゼンテ ーション 資 料 へ のリンク :

リハ ー サ ル レポ ートの スクリーンショット:

スクリーンショットをここに 配 置します 。
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7. 振り返りの 質 問 :  
a. 教 育 へ の  A I の 導 入 に 関して 最も興 味 深 かったことは 何 で す か ?

b. 将 来 、A I は 教 育 や 学 習 の 方 法 にど のような 影 響 を 及 ぼ すと思 います か ?

c. A I は 学 習 成 果 をど のように 向 上させることが で きると思 います か  ?

追 加 資 料
学 習 の 旅 を 続 けるに は 、以 下 のリンクにアク セスしてください 。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/paths/inclusive-classroom-find-correct-learning-tools/ 
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/intro-to-immersive-reader/ 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/flipped-instruction-powerpoint-recorder/ 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/accessible-content-m365/ 
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4.1

学 習 者 向 け のアクティビティ
A I は 、反 復 的 なタスクや プ ロ セスを 自 動 化 することで 、職 場 の 刷 新 に 貢 献して います 。これ により、これらタスクの
正 確 性と精 度 は 維 持され たまま、効 率と生 産 性 が 向 上して います 。 A I は 製 品 や サ ービ スをカスタマイズしつ つ 、
新しい 仕 事 の 役 割 や 機 会 を 導 入し、職 場 の 柔 軟 性 を 向 上させ て います 。A Iソリューション は 、仕 事 へ の 取り組
み を 活 性 化し、ますます デ ジタ ル 化 が 進 む 世 界 で 組 織 の 競 争 力 を 確 実 に 維 持させる可 能 性 を 秘 め て います 。

アクティビティ 1 :  A I 活 用 テクノロジーを 使 用して 、
インタラクティブ な 記 事 を 作 成 する
A I 、機 械 学 習 、A I シス テ ム の 基 礎 の 学 習 が 完 了しました 。そこで 、今 から  
Microsoft Sway を 使 い 、インタラクティブ な 記 事 を 作 成してもら います 。たとえデ
ザインスキ ル が なくても、Microsoft Sway を 使 用 す れ ば 、インタラクティブ か つ 視
覚 に 訴 えるコンテンツ を 作 成 で きます 。 Microsoft Sway は プ レ ゼンテ ーション、レ
ポ ート、ストーリー 、ニュースレター 、ポ ートフォリオ など、さまざまな 種 類 のコンテンツ を
作 成 で きます 。さら に 、あら ゆるデ バイス 間 で 他 の 人 た ちとのクロスコラボ レーショ
ンを 促 進 で きます 。

時間: 30 分 

タスク:
1. AIが仕事の未来をどのように変革するかについて、Microsoft Sway を使ってインタラクティブな記事を作成してくださ

い。以下は、いくつかのタイトル案です。
仕 事 の 未 来 :  A I は 雇 用 市 場 をどう変 えて いるか
職 場 に お ける A I の 影 響 :  将 来 へ の 準 備  
A Iとギグ エコノミー :  自 動 化 はフリーランス の 仕 事 をどう変 えて いるか
A Iと従 業 員 研 修 :  従 業 員 をデ ジタ ル 時 代 に 備 えさせる
A I が 企 業 文 化 に 与 える影 響 :  将 来 に 備 え た 職 場 の 構 築

2. 視 覚 に 訴 えるた め に 、テキスト、画 像 、動 画 、地 図 を 含 め てください 。 Microsoft Sway  の デ ザイン エンジン 機 能
を 使 用して 、プ ロフェッショナ ル な 見 た 目 の 、インタラクティブ な 記 事 を 作 成してください 。

3. 完 了したら 、プ レ ゼンテ ーション 資 料 へ のリンクを 共 有してください

プ レ ゼンテ ーション 資 料 へ のリンク :

4. 以 下 の 、いくつ か の 振り返りの 質 問 に 取り組 ん でください 。

a. A I に つ い て あ な た が 最も面 白 いと思うことは 何 で す か  ?
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https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/digital-storytelling-with-microsoft-sway/


 

 
 

b. あ な た は  A I の ど の 分 野 をさら に 調 査したり、理 解 を 深 め たりした いと考 えて います か ?

c. A I は あ な た の 仕 事 や 生 活 の 方 法 をど のように 変 えると思 います か ?

追 加 資 料
学 習 の 旅 を 続 けるに は 、以 下 のリンクにアクセスしてください 。  

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/digital-storytelling-with-microsoft-sway/ 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/enhance-creativity-advance-learning-windows-11-
microsoft-365-tools/ 
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解 答
トレーナー 向 けアクティビティ 
アクティビティ1：教 育 分 野 で の Microsoft の  A I 活 用 ツ ー ル の 調 査
以 下 の  Microsoft の  A I 活 用 ツ ー ル のリストは 、トレー ナ ー 向 け 参 考 資 料として 提 供され て います 。トレー ナ ー は 、
特 定 の 要 件 に 合うように 、このリストに は 掲 載され て い な い ツ ー ル もさら に 調 査 することを お 勧 めします 。教 育 テクノ
ロジ ー の 分 野 は 発 展し続 け て おり、時 間とともに 新しいソリューション が 利 用 で きるようになる可 能 性 が あることに
注 意してください 。

シナリオ MS AI 活用ツール 実装 

学 習 者 の 興 味 を ひく   Microsoft Teams
Microsoft PowerPoint の スピ ー
カ ー  コ ー チ
検 索 コ ー チ  

Microsoft Teams 
Microsoft Teams を 使 用 すると、
仮 想 教 室 を 作 成して 、共 同 学
習 環 境 を 促 進し、リア ル タイム の
議 論 や プ ロジェクトを 実 施 で きま
す 。 ライブ  キャプション や 翻 訳 な
ど の   Microsoft Teams の 機 能 を
使 用して 、コンテンツ の アクセシビリ
ティを 向 上 で きます 。 
ソース：  Configure transcription
and captions for Teams 
meetings 
スピ ーカー  コーチ  
Microsoft PowerPoint の スピ ーカ
ー  コ ー チ は 、学 習 者 に 建 設 的 な
フィード バックを 提 供し、プ レ ゼンテ
ーション  スキ ル の 向 上 を 容 易 にし
ます 。 スピ ーカ ー  コ ー チ の 機 能 は 、
以 下 のとおりで す 。 

学 習 者 の プ レ ゼンテ ーション
の 練 習 を サ ポ ート。
学 習 者 にフィード バックを 提 供
し、改 善 す べ き点 をアド バイス 。
人 前 で 話 す 際 の 学 習 者 の
自 信 を 向 上し、流 暢 に 話 せる
ように 改 善 。

ソース：  Rehearse your slide 
show with Speaker Coach 

検 索コーチ  
検 索 コ ー チを 使 用 すると、学 習 者
は 効 果 的 な 質 問 をしたり、信 頼
で きる情 報 源 を 発 見したりするた
め の 高 度 な 検 索 テクニックを 習
得 で きます 。 
ソース：  Get started with Search 
Coach 
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シナリオ MS AI 活用ツール 実装 

デ ータを 効 率 的 に 分 析 する Excel の Microsoft 365 
Copilot

Excel の Microsoft 365 
Copilot 
トレー ナ ー は  Excel の  
Microsoft 365 Copilot を 活 用し
て 、 デ ータ 分 析 プ ロ セスを 簡 素
化 で きます 。 単 純 なプ ロンプト
を 入 力 するだ け で 、   Copilot は 、
与 えら れ た デ ータから 洞 察とお
す す め を 提 供 で きます 。 複 雑
な 数 式 は 必 要 ありま せん 。 
ソース：  Introducing Microsoft
365 Copilot–A whole new way
to work 

学 習 を パ ーソナライズ する リー ディング  コ ー チ
Microsoft PowerPoint の
スピ ーカ ー  コ ー チ

リーディング  コーチ  
リー ディング  コ ー チ は 、学 習 者 の
特 定 の 悩 み に 合 わ せ て 的 を
絞った 練 習 の 作 成 を 容 易 にし
ます 。 発 音と流 暢さの 指 導 を
円 滑 に する魅 力 的 なアクティビ
ティを 提 供します 。 また 、個 別 の
コ ー チング とフィード バックも提 供
するの で 、学 習 者 は 他 人 に 頼
ら ず に 読 む ことが で きるようにな
ります 。 
ソース：  Introducing Reading 
Coach for personalized practice,
and other major updates to
Reading Progress 

スピ ーカー  コーチ  
Microsoft PowerPoint の スピ ーカ
ー  コ ー チを 使 用 すると、プ レ ゼン
テ ーション  スキ ル に 関 する パ ーソ
ナライズされ た レポ ートを 学 習 者
向 け に 生 成 で きます 。この レポ ート
で は 、学 習 者 の 強 みと改 善 す
べ き点 が 強 調され て います 。 
ソース：  Rehearse your slide 
show with Speaker Coach 
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https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365/blog/2023/03/16/introducing-microsoft-365-copilot-a-whole-new-way-to-work/
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https://support.microsoft.com/en-us/office/rehearse-your-slide-show-with-speaker-coach-cd7fc941-5c3b-498c-a225-83ef3f64f07b


シナリオ MS AI 活用ツール 実装 

カスタム  コンテンツ を 作 成 する PowerPoint の Microsoft 
365 Copilot
Bing イメー ジクリエ ーター 
Microsoft Designer 

PowerPoint の Microsoft 
365 Copilot
PowerPoint の Microsoft 365 
Copilot は 、  A  I を 活 用してデ ザイン
を 提 案 で きます 。   Copilot は 、単
純 なプ ロンプトを 通して 文 書 を  
PowerPoint プ レ ゼンテ ーション に
変 換 で きます 。 プ レ ゼンテ ーション
が プ ロフェッショナ ル で 魅 力 的 なも
の になるように 、必 要 に 応じて 結
果 は 編 集 で きます 。 
ソース：  Introducing Microsoft
365 Copilot–A whole new way
to work 
Bing イメージクリエーター  
Bing イメー ジクリエ ーター は 、 A I を
使 用して 言 葉 から 画 像 を 簡 単 に
作 成 で きます 。 この ツ ー ル を 使 用
すると、プ レ ゼンテ ーション や 学 習
教 材 用 の 視 覚 補 助 を 迅 速 に
生 成 で きます 。   
ソース：  Use AI-powered image
generation capabilites
effectively 
Microsoft Designer 
Microsoft Designer は 新しい 画
像 を 生 成し、追 加したり編 集し
たりした いもの に 対して 文 書 作
成 支 援と自 動 レイア ウト提 案 を
提 供します 。 
ソース：  Use AI-powered image
generation capabilites
effectively 
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